
 

 
 
 
 

児童・生徒の作品 

 
花植え 

余暇活動イベント 

「じゃん・けん・PON!」 

公開講座 

「ボランティア養成講座」 

 
 
 

学校と地域社会の架橋をめざして 

東京都立調布特別支援学校

リソース・ネット
http://www.human.inf.uec.ac.jp/resourcenet/

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私たちは、調布特別支援学校の児童・生徒がより安全で豊かな学校生活を送る

ことができるよう支援するとともに、共生社会の実現に向けて、教育ニーズと

地域社会のリソースの発見および関係機関との連絡調整を図る取り組みを展開

します。 

理念・目的 

 

1．啓発活動 

・公開講座 知的障害・発達の遅れに対する理解 

・研修会 ボランティア養成講座 

・大学等の授業への導入、ボランティア説明会 

 

2．支援活動 

 ・学習指導・特別活動・余暇活動等支援 サポーターとの連絡調整 

 ・教材研究会 特別支援学校と大学との連携 

 ・技術支援 パソコン・インターネット活用支援、教材作成支援 

 

3．交流活動 

 ・サポーター交流会 

 ・各種イベントの企画 

活動内容 

啓啓発発活活動動 

支支援援活活動動 交交流流活活動動  

大学機関

学 校 

地域社会 

企 業 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2004 年 調布特別支援学校 PTA 内にサポーター事務局を設置し、ボランテ

ィアによる児童・生徒に対する支援活動がスタート。 

2008 年 東京都教育委員会のモデル事業の指定を受け、「外部の教育資源を

活用した教育支援事業」に向けた仕組みづくり委員会を発足。 

2009 年 調布特別支援学校と電気通信大学との間で教育連携協定を締結。 

     仕組みづくり委員会の検討を経て、リソース・ネット設立。 

設立の経緯 

 
 

地域住民、親、電気通信大学教職員・学生、調布特別支援学校教諭 

運営スタッフ 

 

昭和 49 年度 都立町田養護学校稲城分校開校（稲城市内）。小学部２学級。 

昭和 51 年度 都立調布養護学校開校（都立町田養護学校稲城分校旧校舎使

用）。第一回入学式挙行。小学部 42 名７学級、中学部３名１

学級。教職員 31 名、スクールバス２台。 

平成 18 年度 創立 30 周年記念式典挙行 

平成 2４年度 小学部 85 名 20 学級、中学部 67 名 1４学級。 

教職員 63 名、スクールバス４台｡ 

東京都立調布特別支援学校とは（沿革） 

 

障害のある幼児・児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援す

るという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持

てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び

必要な支援を行うものです。平成 19 年 4 月から、「特別支援教育」が学校教

育法に位置づけられ、すべての学校において、障害のある幼児児童生徒の支援

をさらに充実していくこととなりました。          

（文部科学省ホームページより） 

特別支援教育とは 

 
 

公開講座：ボランティア養成講座（年２回），余暇活動イベント（年１回）， 

昼休み時間の見守りボランティア活動（週１回），定例会議（毎月），その他 

活動実績（201１年度）

 
 
 
 
 
 

 

 

〒182-0021 東京都調布市調布ヶ丘 1-1-2 

東京都立調布特別支援学校 リソース・ネット事務局 

ＴＥＬ 042-487-7221 

ＦＡＸ 042-481-9401 

E-mail ml-niji@section.metro.tokyo.jp 

URL:     http://www.human.inf.uec.ac.jp/resourcenet/ 

 

私たちサポーターは、学校行事やＰＴＡ行事に参加し、 

活動の運営補助や子供達の介助をしています。 

 

『特別支援』と聞くと難しく思う方もいるかもしれません。 

しかし、『声を掛けてあげる』『手を貸してあげる』といった小さなことが、 

子供達にとっては大きな支えになります。 

そして、色々な人との出会いが子供達を成長させると共に、地域や社会との 

繋がりを築くことができます。 

 

私たちも活動を通じて障害に対する理解を深めることができますし、 

地域や社会に貢献できるため、とても遣り甲斐を感じられます。 

皆さんも身近なところ、簡単なことから特別支援を始めてみませんか？ 

サポーターの声

 

自閉症の息子は、調布特別支援学校の卒業生です。 

２００９年４月に一般企業に就職しました。 

 

社会人となった今、学校での様々な学習の積み重ねと、様々な方との出会いが 

いかに大切なものか、そして『学校⇔家庭⇔地域の連携』の重要性を 

痛感しています。 

皆様に障がいを持つ子どもたちのことを知っていただくことが第一の『支援』

だと思っています。 

 

私たちの子どもも皆様の隣で働き、学び、遊び、笑い、泣き、怒り、悲し

み・・・共に暮らしていることを知っていただきたいと心から願います。 

親の願い 

問合せ先


